
秘書･広報課☎75-1225問合せ9月～10月は「行政相談月間」です9月～10月は「行政相談月間」です9月～10月は「行政相談月間」です9月～10月は「行政相談月間」です

　総務省では、9月1日(火)～10月31日(土)までの期間
を「行政相談月間」とし、この期間を中心に、行政相談活
動や広報活動を重点的に実施します。
また、町では、総務大臣から委嘱された行政相談委員

が行政相談所を開設し、皆さんからの行政に関するお困
りごとをお聴きします。相談は無料･秘密厳守です。
日時●9月24日(木)、10月19日(月)13：00～15：00

場所●小鹿野町役場1階･相談室1
相談内容●福祉、道路、医療、保険、年金、税金など
※毎月第3月曜日(休日の場合は、翌平日に実施)
※開催日時や場所が変わることがありますので「広報お
がの」定期無料相談のページ(今月号は11ページ)をご確
認いただくか、お問い合わせください。

広報おがの広告掲載の募集 下記の要領により、広告の募集をしています。広報おがの広告掲載の募集 下記の要領により、広告の募集をしています。広報おがの広告掲載の募集 下記の要領により、広告の募集をしています。広報おがの広告掲載の募集 下記の要領により、広告の募集をしています。

掲載の範囲
次の項目のいずれにも該当しないものです。
①広報の公共性、中立性及びその品位を損なう恐れのあ
るもの
②風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律
(昭和23年法律第122号）第2条に掲げる営業に該当する
もの、又はこれに類するもの
③政治活動、宗教活動、意見広告及び個人の宣伝に係る
もの
④公の秩序又は善良な風俗に反するもの
⑤その他町長が広告として適当でないと認めるもの
申込者の資格
　広告を掲載できる人は、町内に住所又は事業所を有す
る人です。
広告掲載料
　1区画(50mm×88mm)／5,000円
　2区画(50mm×180mm)／10,000円

掲載の方法等
■広告掲載順位は、原則として受付順とします。ただし、
公共性の高い広告については、この限りではありません。
■ 1カ月に掲載する広告紙面は、4区画 ( 1区画
50mm×88mm)までとし、1申請者2区画まで使用するこ
とができます。
■掲載場所は、「情報版ページ」の下段となります。

入札結果のお知らせ入札結果のお知らせ

株式会社高橋組秩父本店

有限会社黒建工業

※金額は消費税込み

事業名 事業場所等 契約額 落札者 履行期間

旧両神学童保育室解体工事 両神薄地内 38,280,000円 ～令和9年1月29日

▲令和8年7月22日開札分

町道両神1号線舗装工事 両神薄地内 6,928,900円 ～令和8年10月30日

有限会社寺井電気小鹿野中学校第一体育館照明LED化工事(第3期) 小鹿野地内 4,034,800円 ～令和9年3月31日

株式会社千島測量設計町道124号線測量設計用地調査業務委託 小鹿野地内 8,998,000円 ～令和9年2月26日

株式会社シビル技術第1支団第3分団詰所水道管埋設用地測量業務委託 小鹿野地内 1,298,000円 ～令和8年11月30日

アジア航測株式会社　埼玉支店小鹿野町都市計画基礎調査業務委託 小鹿野町全域 3,834,600円 ～令和9年3月31日

実寸の広告紙面（1区画）
詳しくは、お問い合わせください。
問合せ●秘書･広報課☎75-1225

　現在、単独の病院だけでは、深
刻な医師不足や医療従事者の偏
在、医療需要の変化に対応できな

い状況になりつつあります。そこで、医療機関相互間の
機能分担及び業務連携を推進する方策のひとつとし
て、国で定める医療連携推進法人制度があります。複
数の医療機関等がこの法人に参画することにより、競
争よりも協調を進め、地域において質が高く効率的な
医療体制を確保することが求められています。
　そこで、埼玉県中西部地域（秩父及び比企地域）を
対象に、この医療連携推進法人制度に基づく法人とし
て、埼玉医科大学病院を中核に「彩の国ハピネス会」
が令和8年3月17日に設立されました。参加法人(病院)
は埼玉医科大学病院をはじめ、丸木記念福祉メディカ
ルセンター、東松山市民病院、東松山医師会病院、小
川赤十字病院、秩父市立病院、埼玉県立循環器・呼吸
器病センター、小鹿野中央病院の8病院です。
　「彩の国ハピネス会」では、当面、次の取り組みを行
います。
1．地域医療を支える医療従事者の育成
　参加病院の各々の強み・役割・機能を活かした総合
的な人材育成・教育及び人材交流を推進し、医療の質
の向上及び機能分担・業務連携を実現する。

2．地域における即時応需100％を目指す救急医療
体制の構築

　デジタル技術を利用し、各病院で互いに専門的な
コンサルテーションが可能な遠隔トリアージ体制を構
築することにより効率的な救急搬送を実現し、それぞ
れの病院の専門性や能力を考慮して、患者が適切な
施設で質の高い医療が受けられる救急医療体制を
整備する。また、救急におけるトリアージの能力を養う
人材育成も同時に実施する。
3．医療連携推進地域で完結できる医療体制の情報
共有化

　それぞれの病院の専門性、医療体制の違いにより
機能分化が進みつつあり、紹介や逆紹介が頻繁に行
われている。情報共有をウイルス対策や暗号化に
よって危険の無いメールやクラウドを用いて画像情
報を含めた医療情報を即時に共有できる体制を構
築する。
　地域住民の皆様が安心して医療サービスを受けら
れるよう、この医療連携推進法人「彩の国ハピネス
会」をしっかり育てて行きたいと存じます。

小鹿野町長　森 真太郎

地域医療連携推進法人
｢彩の国ハピネス会｣の設立について

こんにちは
町長です
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